
「第 1 回 宇治支援学校学校評議員会議 報告」 

 

平 成 23 年 6 月 3 日 （ 金 ） 本 校 に て 「 第 1 回 宇 治 支 援 学 校 学 校 評 議 員 会 議 」 が 行 わ

れ ま し た 。  

 

宇 治 支 援 学 校 は 、 学 校 の 教 育 活 動 を 学 校 が 自 己 評 価 す る と と も に 、 常 に 保 護 者 及 び 地   

 域 関 係 者 に 公 開 し 、評 価 を 得 る こ と か ら 、地 域 に 根 ざ し た 学 校 経 営 を 推 進 す る と と も に 、  

常 に 学 校 経 営 及 び 授 業 の 改 善 を 図 っ て ま い り ま す 。  

 学 校 評 議 会 を 母 体 に 、 福 祉 ・ 行 政 関 係 者 を 含 む 学 校 評 価 会 議 を 設 置 し 、 教 育 活 動 の 観

察 や 意 見 交 換 等 を 通 じ て 、 自 己 評 価 の 結 果 に つ い て 評 価 を 行 い ま す 。 ま た 、 学 校 評 価 会

議 に 定 期 的 に 外 部 専 門 家 （ 大 学 等 に 所 属 す る 教 育 ・ 学 校 経 営 に 関 す る 専 門 知 識 を 有 す る

者 ） を 招 へ い し 、 「 第 三 者 評 価 」 を 行 っ て い き ま す 。  

 

 

今 年 度 の 学 校 評 議 員 さ ん の 紹 介 と 合 わ せ て 会 議 の 結 果 を お 知 ら せ し ま す 。  

 

平成 23 年度学校評議員名簿  

区 分  氏 名  役 職  

地域 関係  川 越  清  広野 地区  自 治 会長  

地域 関係  池 谷  宏  東広 野地 区  自 治会 長  

学識 経験 者  相 澤  雅 文  京都 教育 大学  准教 授  

教育 関係  川 野  智  宇治 市立 大久 保 小学 校  校 長  

労働 関係  向井 仲  和 美  京都 経営 者協 会  専 務理 事  

福祉 関係  西 山  治  社会 福祉 法人 宇 治東 福祉 会  常務 理 事  

保護 者関 係  望 月  幸 子  桃山 養護 学校  元 PTA 会 長  

 

 

今 回 の 学 校 評 議 員 会 議 は 、開 校 初 年 度 と い う こ と も あ り 、「 宇 治 支 援 学 校 の 教 育 に つ い

て の 理 解 を 図 る 」「 今 年 度 の 経 営 方 針 を 伝 え る 」 こ と を 目 的 と し て 開 催 い た し ま し た 。  

 

会議としては、  

①  「 宇 治 支 援 学 校 の 教 育 」 の 説 明  

②  「 23 年 度 の 経 営 方 針 ・ 重 点 」 の 説 明  

③  授 業 参 観 ・ 施 設 見 学  

④  協 議                 が 行 わ れ ま し た 。  



協 議 に お い て 評 議 員 の 方 か ら の 意 見 を 掲 載 し ま す 。   

 

【地域関係の評議員の方から】 

 ○ 公 開 避 難 訓 練  

 ・ 地 域 で も 防 災 訓 練 を 行 っ て い る が 、 避 難 の 仕 方 が 大 切 。  

 ・ 自 治 会 で は 、 自 主 防 災 組 織 を 作 っ て い る 。 避 難 に は 、 1 次 避 難 と 2 次 避 難 が あ る 。  

 ・ 避 難 場 所 と し て の 学 校 の 役 割 を 検 討 し て お く こ と も 大 切 。  

 ○ ス ク ー ル バ ス  

・ 8 台 の バ ス の 発 着 に よ る 渋 滞 に つ い て は 、 苦 情 は 今 の と こ ろ 聞 い て い な い 。  

 

【教育関係の評議員の方から】 

 ○ 教 育 目 標  

 ・ 子 ど も の で き る こ と を 大 人 が 壁 を 作 っ て 可 能 性 を 閉 ざ し て し ま っ て い る こ と が あ る 。  

 ・ 自 律 と い う 考 え 方 と そ の 具 体 化 に 期 待 し た い 。  

○ 地 域 ・ 地 域 学 習  

 ・ 宇 治 市 に 支 援 学 校 が で き た こ と 、 山 城 圏 域 に SSC が あ る こ と を 有 効 に 活 用 し た い 。  

 ・ 宇 治 市 の 文 化 で も あ る 「 茶 」 の 取 り 組 み を 今 後 も 進 め て い た だ き た い 。  

 ・ 宇 治 支 援 学 校 の 特 徴 あ る 取 り 組 み の 「 地 域 学 習 」 の 授 業 形 態 に 期 待 し た い 。  

 

【労働・福祉関係の評議員の方から】 

 ○ 移 行 支 援 ・ 高 等 部 学 習  

・ 学 校 の 施 設 や 教 室 を 見 て 、 新 し い 教 育 を 感 じ た 。  

 ・ 在 校 生 が 社 会 に 出 て 行 く 準 備 を 、 個 人 の 適 応 能 力 の 差 に 応 じ て 指 導 を お 願 い し た い 。  

 ・「 5 名 就 労 」 の 数 は 、 職 業 コ ー ス と し て は 意 味 が あ る 。  

 ・ カ フ ェ や 地 域 文 化 学 習 室 の 活 用 に つ い て 期 待 す る 。  

 

【保護者関係の評議員の方から】 

 ○ 保 護 者 へ  

 ・ 以 前 落 ち 着 い て 学 習 で き な か っ た 子 が 、 落 ち 着 い て 座 っ て 学 習 し て い る 。  

 ・ 現 在 の 学 校 の 様 子 や 、 子 ど も た ち の 姿 を 伝 え る べ き 。  

 ・ 伝 え 方 に 工 夫 や 努 力 が も っ と 必 要 。  

 

こ れ ら の 意 見 を ふ ま え 、地 域 に 貢 献 で き る 学 校 と し て さ ら に 授 業 改 善 に 取 り 組 ん で 行 き た い

と 思 い ま す 。 次 回 の 評 議 員 会 議 は 9 月 の 予 定 で す 。  


